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補完的保護対象者認定制度

〇 紛争避難民など、難民条約上の難民以外の者で、難民の要件のうち、迫害を受け
るおそれがある理由が難民条約上の５つの理由（①人種、②宗教、③国籍、④特定
の社会的集団の構成員であること、⑤政治的意見）であること以外の要件を満たす
者を保護する制度

補完的保護対象者認定制度とは

3

〇 原則として在留資格「定住者」を付与
〇 「定住支援プログラム」に参加可能
〇 永住許可の要件の緩和

補完的保護対象者が享受できること

〇 補完的保護対象者として認定された者やその家族が、日本で自立して安定した
生活を送ることができるようになることを目的とした支援プログラム
・日本語教育や生活ガイダンスを内容としている。
・プログラム受講中に生活支援を受けられる場合がある。
・第１回定住支援プログラムは２０２４年４月開始予定。

定住支援プログラムとは

※現在の国からのウクライナ避難民への支援は、補完的保護対象者の認
定制度に基づく支援へ移行予定。



技能実習制度及び特定技能制度の在り方の検討

〇 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律(平成28年
法律第89号)及び出入国管理及び難民認定法及び法務省設置法の一部を改正する
法律(平成30年法律第102号)の附則に基づき、技能実習制度及び特定技能制度の
検討が求められていることから、外国人材の受入れ・共生に関する関係閣僚会議
(以下「関係閣僚会議」という。)の下、両制度の施行状況を検証し、課題を洗い
出した上、外国人材を適正に受け入れる方策を検討し、関係閣僚会議に対して意
見を述べることを目的として開催。

技能実習制度及び特定技能制度の在り方に関する有識者会議の開催

〇 令和４年１２月から１６回にわたり開催された有識者会議での議論を踏まえた最
終報告書が、令和５年１１月３０日、関係閣僚会議の共同議長である法務大臣に提
出された。

最終報告書の法務大臣への提出
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〇 第７回（令和５年４月２８日）までの会議での議論を踏まえた中間報告書が、令
和５年５月11日、関係閣僚会議の共同議長である法務大臣に提出された。

中間報告書の法務大臣への提出



外国人に対する総合的な支援をコーディネートする人材の育成・認証等

（総合的な支援をコーディネートする人材の育成・認証制度の検討等）
〇 生活上の困りごとを抱える外国人を適切な支援（例：ニーズやレベルに応じた日本語の学習の
ための支援等）につなげることのできる人材（「外国人総合支援コーディネーター（仮称）」）
を育成するための必要な研修内容や研修修了者の配置を検討し、これらを順次実施する。また、
専門性の高い支援人材の認証制度の在り方等について検討し、結論を得る。

外国人との共生社会の実現に向けたロードマップ
（令和４年６月14日外国人材の受入れ・共生に関する関係閣僚会議決定）

（令和５年６月９日一部変更）
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外国人に対する総合的な支援をコーディネートする人材の育成・認証等

〇 外国人に対する総合的な支援をコーディネートする人材の役割、能力、育成等に
ついて検討することを目的として開催。※第１回開催：令和４年１０月２４日（こ
れまで計５回開催）

〇 外国人を適切な支援につなげるに当たっての課題と対応策、外国人支援コーディ
ネーターの役割、必要な能力、育成等について、令和５年３月２４日、検討結果報
告書として取りまとめた。

総合的な支援をコーディネートする人材の役割等に関する検討会
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〇 外国人支援コーディネーターの養成研修の実施・運営に係る事項等について検討す
ることを目的として開催。※第１回開催：令和５年７月４日（これまで計５回開催）

外国人支援コーディネーターの養成の在り方等に関する検討会

〇 外国人支援コーディネーターの養成に関し、研修カリキュラム等の検討・策定を
行うことを目的として開催。※第１回開催：令和５年８月２４日（これまで計２回
開催）

外国人支援コーディネーター研修カリキュラム等策定会議



ライフ・イン・ハーモニー推進月間の創設
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〇 外国人との共生社会の実現に向けた意識の醸成・理解の促進を目的として、毎年
１月１日から１月３１日までを「ライフ・イン・ハーモニー推進月間」と設定。
〇 初回となる令和６年の推進月間では、中央イベントである「オール・トゥギャザ
ー・フェスティバル」を開催するなど、各種広報・啓発活動を展開。

啓発月間の創設

〇 「ライフ・イン・ハーモニー推進月間」（毎年１月１日から１月３１日まで）に
おける中央イベントとして、会場参加型イベント「オール・トゥギャザー・フェス
ティバル」を令和６年１月２１日（日）に開催。

啓発イベントの実施

（啓発活動の推進）
〇 「外国人との共生に係る啓発月間（仮称）」を創設し、共生社会の実現をテーマと
した各種啓発イベントを行うことを検討し、必要な啓発イベントを順次実施する。

外国人との共生社会の実現に向けたロードマップ
（令和４年６月14日外国人材の受入れ・共生に関する関係閣僚会議決定）

（令和５年６月９日一部変更）


